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工事名

明示事項 別添資料No.条件 内容　明示項目

施工条件明示書

市道３０６９号舗装道補修工事

13) ■ ある ・ ない

14) □ ある ・ ない

4 安全対策関係

15) ■ ある ・ ない

16) □ ある ・ ない

令和 年 月 日～ 令和 年 月 日

開始 時 分から 終了 時 分まで

防護施設の内容

17) □ ある ・ ない

ある ない

19) □ ある ・ ない

5 工事用道路関係

20) □ ある ・ ない

21) □ ある ・ ない

22) □ ある ・ ない

23) ■ ある ・ ない

近接工事での施工方法、作業時
間等の制限

工事用資機材等の搬入経路、使
用期間等の制限

搬入路の使用中及び使用後の処
置

仮設道路の設置

一般道路の占用

落石、土砂崩落等に対する防護
施設

交通誘導警備員、警戒船等の保
安設備、保安要員の配置

有毒ガス及び酸素欠乏等の換気
設備等対策

濁水、湧水等の処理対策

事業損失防止関係

交通安全施設等の指定

通行止め等とする場合は、所管警察署との協議は監督員が行うため、必要となる書類に
ついて別途監督員と協議を行うこと。

舗装版切断時に発生する濁水の処理については、別途特記仕様書「舗装版切断時に発生

する濁水処理について」のとおりとする。

近接する施設

作業期間の制限

作業時間の制限

施工方法の制限

舗装工 A・B

現況調査を行い、作業にあわせた安全施設計画図を監督員に提出すること。また、関係
機関等との協議の結果または条件変更に伴い、変更する必要が生じた場合は監督員と別
途協議する。

交通誘導警備員については、警備業法による警備員とし、配置場所については監督員と
協議するものとする。なお、警備員の配置体制は下記を見込んでいる。

工種

（種別）

交通誘導警備員 交替要員
昼・夜間

昼 5

B

A・B

配置人員

（名）

2

昼

昼

昼

なお、警察等の協議により変更が生じた場合は別途協議する。

舗装版切断工

区画線工

付帯工

A・B

B

（名）

1

0

0

0

18) ■ ・
2

2

(2／4) Ver.4
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